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1. はじめに 

高速道路の建設費用および維持管理費用は利用料

金からの収入によって賄われている。モータリゼーシ

ョンの進展により、都市部においても交通渋滞が深刻

化し、環境問題にも影響がある。このため、高速道路

の建設および維持管理のための費用の償還可能性だけ

ではなく、道路交通の交通需要マネジメントの観点か

らも高速道路料金の調整が求められている。 

そこで本研究では、近畿圏における都市道路網を対

象として、大型車の高速道路利用に関わる要因を把握

することを目的とする。特に、大型車の高速道路利用

料金が経路選択に与える影響を明確にする。 

 

2. 大型車の高速道路利用状況 

近畿圏における大型車の高速道路の利用状況を整

理する。対象とする近畿圏の道路網を図-1に示す。本

研究では、道路区間延長で 13,844km の道路網を対象

とする。高速道路についても道路延長 2,769km の路線

によりネットワークが形成されている。 

道路交通センサス OD 交通量調査データ（2010 年）

から大型車（普通貨物車・特種車）のサンプルを対象

として高速道路の利用状況を分析する。大型車のサン

プル数は 60,994 である。このうち、高速道路を利用す

る大型車は 9,527 サンプルである。高速道路の利用率

は 15.2％となっている。 

 一般道路利用経路と高速道路利用経路の OD 間旅行

時間の差に対して、大型車の高速道路の利用状況の差

異を分析する。時間差別経路利用台数を図-2 に示す。

時間差に応じて高速道路の利用率が高くなっているこ

とがわかる。時間差が 30 分以内の割合は 90.2％と大半

を占めている。時間差 30 分以内においては、高速道路

利用率は 15.4％である。 

つぎに、OD 間移動距離と高速道路利用率の関係を

図-3に示す。移動距離に応じて高速道路の利用率が上

昇することが分かる。移動距離が 16km から 20km の

範囲の利用率は、15km の利用率を下回る。この要因

については、今後詳細に分析する必要がある。 

 

図-1 近畿圏の道路網 

 

図-2 時間差別経路利用台数 

 

 

図-3 移動距離と利用率の関係 
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3. 大型車の高速道路利用モデル 

高速道路利用料金と移動時間の関係、および高速道

路利用料金と移動距離の関係については、ともに相関

が高いと考えられる。大型車における高速道路利用の

サンプルを対象に移動距離と高速道路利用料金の関係

を図-4に示す。移動距離に応じて高速道路利用料金が

高くなることが分かる。移動距離と高速道路利用料金

の相関係数は 0.804 となり、相関が非常に高い。その

ため高速道路の利用要因を分析するにあたっては重共

線性を考慮する必要がある。そこで、重共線性を回避

するために短距離ダミーを設定することとする。移動

距離において短距離ダミーで 2km 以内は”1”とする。 

大型車の高速道路利用に関する利用要因を特定す

るために、大型車の高速道路利用モデルを構築する。

選択肢は「高速道路利用」と「一般道路利用」として、

二項ロジットモデルを適用する。大型車の高速道路利

用要因として、個人所有有無、ETC 有無、付帯業務有

無、夜間、高速道路利用経路と一般道路利用経路の走

行時間の時間差（分）、高速道路利用料金（万円）、

移動距離が関わると考えられる。 

 高速道路利用モデルの係数パラメータの推定結果を

表-1に示す。定数項は有意に負値となっている。これ

は一般道路利用経路の割合が、高速道路利用経路の割

合よりも高いことを表している。個人所有ダミーは、

有意に負値となっている。大型車では法人所有の車両

が多いため、高速道路の利用可能性が高まると考えら

れる。ETC ダミーは、有意に正値となっている。ETC

を利用する車両では高速道路の利用可能性が高いこと

が分かる。付帯業務ダミーは、有意に負値となってい

る。この理由は詳細する分析必要がある。夜間ダミー

は、有意に正値となっている。大型車は夜間にも高速

道路利用が高いことが分かる。高速道路利用経路と一

般道路利用経路の走行時間の時間差（分）については、

有意に負値となっている。高速道路利用による時間短

縮に応じて、時間差は負値で大きくなる。したがって、

高速道路利用経路の時間短縮に応じて高速道路利用率

が高まることを適切に表現できている。高速道路利用

料金（万円）は、有意に負値となっている。高速道路

利用料金に応じて利用率が低下することを適切に表せ

ている。短距離ダミーは、有意に負値となっている。

移動距離 2km 以内では短距離の高速道路利用率が低

いことを適切に表せている。 

 

図-4 移動距離と高速料金の関係 

 

表-1 高速道路利用モデルの推計結果 

 

4. おわりに 

本研究では近畿圏における大型車の高速道路利用に

関わる要因を把握した。特に、大型車の経路選択にお

いて，時間差だけでなく高速道路利用料金と高速道路

経路の利用率の関係を実証的に示した。 
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要因 係数 θ t値 

定数項 -2.821 -68.559 

個人所有 -1.164 -6.277 

ETC 1.241 29.172 

付帯業務 -0.602 -12.085 

夜間 0.342 12.393 

時間差（分） -0.010 -8.772 

料金（万円） -0.404 -2.567 

短距離 -2.570 -12.731 
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